
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１１/２５（月）

１１/２６（火）

１１/２７（水）

１１/２８（木）

１１/２９（金）

ざんしょくりつ 

令和６年度 

三股町立学校給食センター     

新
しん

年
ねん

を迎
むか

え、１年
ねん

のまとめとなる３学
がっ

期
き

が始
はじ

まりました。 

給
きゅう

食
しょく

センターでは、今
こ

年
とし

も、安
あん

全
ぜん

で美
お

味
い

しく魅
み

力
りょく

ある給
きゅう

食
しょく

作
づく

りを

目
も く

標
ひょう

に努
つと

めていきたいと思
おも

います。本
ほん

年
ねん

もよろしくお願
ねが

いします。 

～残 食
ざんしょく

調査
ちょうさ

結果
けっか

～ 
１１月

がつ

２５日
か

～２９日
にち

に三
み

股
また

町
ちょう

内
ない

の小
しょう

学
がっ

校
こう

（三
み

股
また

小
しょう

）３・４

年
ねん

生
せい

と中
ちゅう

学
がっ

校
こう

２年
ねん

生
せい

に残
ざん

食
しょく

調
ちょう

査
さ

を実
じっ

施
し

しました。 

単位（％） 

）） 

小学校 

今
こん

年
ねん

度
ど

２回
かい

目
め

の残
ざん

食
しょく

調
ちょう

査
さ

でした。６月
がつ

の調
ちょう

査
さ

の時
とき

と比
くら 

べると残
ざん

食
しょく

率
りつ

が低
てい

下
か

し、食
た

べる量
りょう

が増
ふ

えていることが分
わ

かりま

した。また、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

は6月
がつ

と同
どう

様
よう

、５日
にち

間
かん

すべて残
ざん

食
しょく

ゼロでした。この調
ちょう

子
し

でしっかり食
た

べて丈
じょう

夫
ぶ

な身
から

体
だ

を作
つく

っていきま

しょう。その中
なか

で、今
こん

回
かい

に限
かぎ

らず野
や

菜
さい

や和
わ

食
しょく

の献
こん

立
だて

は残
ざん

食
しょく

が多
おお

い傾
けい

向
こう

にあります。苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

は食
た

べ慣
な

れることでだん

だんとおいしく感
かん

じるようになっていくことが多
おお

いです。また、味
み

覚
かく

は成
せい

長
ちょう

とともに変
か

わっていくので、苦
にが

手
て

だと思
おも

ってい

たものでも、食
た

べてみたらおいしかったということもあります。小
ちい

さいころから、さまざまな味
あじ

の経
けい

験
けん

を積
つ

むことで、豊
ゆた

か

な味
み

覚
かく

が育
そだ

つので、給
きゅう

食
しょく

では様
さま

々
ざま

な食
しょく

体
たい

験
けん

が積
つ

めるような献
こん

立
だて

を考
かんが

えて提
てい

供
きょう

するようにしています。今
こん

回
かい

の調
ちょう

査
さ

をうけ

て、給
きゅう

食
しょく

センターでは、料
りょう

理
り

の味
あじ

つけや量
りょう

などを工
く

夫
ふう

しながら給
きゅう

食
しょく

作
づく

りに生
い

かしていきたいと思
おも

います。 

日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

は、明
めい

治
じ

22年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

鶴
つる

岡
おか

町
まち

（現
げん

：鶴
つる

岡
おか

市
し

）の私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で提
てい

供
きょう

された

のが始
はじ

まりとされています。その後
ご

、各
かく

地
ち

に広
ひろ

まったものの、戦
せん

争
そう

による 食
しょく

料
りょう

不
ぶ

足
そく

で 中
ちゅう

断
だん

されてしま

いました。戦
せん

後
ご

、子
こ

どもたちの栄
えい

養
よう

不
ぶ

足
そく

を改
かい

善
ぜん

するため、昭
しょう

和
わ

21年
ねん

にアメリカの支
し

援
えん

団
だん

体
たい

「L
ラ

AR
ラ

A（アジ

ア 救
きゅう

済
さい

公
こう

認
にん

団
だん

体
たい

）」から 給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の寄
き

贈
ぞう

を受
う

けて、翌
よく

年
ねん

１月
がつ

から学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

が再
さい

開
かい

されることに

なりました。 昭
しょう

和
わ

21年
ねん

12月
がつ

24日
か

に、東
とう

京
きょう

都
と

内
ない

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

で 給
きゅう

食
しょく

用
よう

物
ぶっ

資
し

の 

贈
ぞう

呈
てい

式
しき

が 行
おこな

われたことから、この日
ひ

を「学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

感
かん

謝
しゃ

の日
ひ

」としましたが、 

昭
しょう

和
わ

25年
ねん

度
ど

からは、冬
とう

季
き

休
きゅう

業
ぎょう

と重
かさ

ならない１月
がつ

24日
か

〜30日
にち

までの１ 週
しゅう

間
かん

を 

「全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

」とすることが定
さだ

められました。 

全
ぜん

国
こく

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

週
しゅう

間
かん

を通
とお

して、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の意
い

義
ぎ

や役
やく

割
わり

などを皆
みな

さんに知
し

ってもら

い、学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

についてあらためて 考
かんが

える機
き

会
かい

にしてほしいと思
おも

います。 

私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で提
てい

供
きょう

されたとされ

る最
さい

初
しょ

の 給
きゅう

食
しょく

 

 

支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

の脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

や缶
かん

詰
づめ

、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

などを

使
つか

った 給
きゅう

食
しょく

 

地
ち

域
いき

でとれる旬
しゅん

の食
しょく

材
ざい

を取
と

り入
い

れ、

郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

や行
ぎょう

事
じ

食
しょく

、世
せ

界
かい

の料
りょう

理
り

など、食
しょく

育
いく

の教
きょう

材
ざい

となる給
きゅう

食
しょく

 

勉
べん

強
きょう

を効
こう

率
りつ

よく進
すす

めるには、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんをしっかり食
た

べてから取
と

りかかるのがお勧
すす

めです。

１日
にち

のうち、脳
のう

が一
いち

番
ばん

活
かっ

発
ぱつ

に動
うご

くのは午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

なので、朝
あさ

ごはんで脳
のう

へエネルギーを補
ほ

給
きゅう

することが、やる気
き

や

集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

を高
たか

めることにつながります。また、脳
のう

を活
かっ

性
せい

化
か

するには、よくかむことも重
じゅう

要
よう

です。スープやゼリー

飲
いん

料
りょう

などで済
す

ませずに、主
しゅ

食
しょく

とおかずを組
く

み合
あ

わせて食
た

べることを心
こころ

がけましょう。 

 

⚫ 中学校 

（５日間すべて残食率ゼロでした。） 

※ 欠
けっ

席
せき

分
ぶん

は差
さ

し引
ひ

いて

計
けい

算
さん

しています。 

 すばらしい！  


